
令和６年度美作保健所運営協議会

岡山県美作保健所・勝英支所

日 時 ： 令和6年11月7日（木）13:30～15:00
方 法 ： オンライン
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資料１



企画調整情報課： 保健・医療・福祉の総合調整、健康危機管理対策、 （５人）
保健医療計画、統計

保健課 （２０人）
・地域保健班 ： 健康づくり、母子･歯科保健、栄養改善、小児医療

保健所長 ・保健対策班 ： 精神保健福祉、感染症予防、難病対策、医療機関の指導監督

衛生課 （１５人）
・食品衛生班 ： 食品衛生監視指導
・生活衛生・医薬班： 理容・美容業の監視指導、水道、薬事

（勝英支所） 勝英地域保健課 （１３人）
・地域保健班 ： 保健課地域保健班と同じ業務
・保健対策班 ： 医務以外の保健課保健対策班と同じ業務

健康福祉課 （１８人）
・指 導 班 ： 社会福祉施設の指導監査

健康福祉部長 ・長寿社会班 ： 介護保険制度の運営支援、高齢者福祉施策の推進
・事 業 者 班 ： 介護保険・障害福祉事業者の指導監査

福祉振興課 （１２人）
・障害福祉・保護班： 障害者福祉、生活保護
・子育て支援班 ： 少子化対策、児童福祉、母子福祉

美作保健所・健康福祉部の組織と事務
令和６年４月１日現在
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企画調整情報課

１ 健康危機管理対策

２ 地域における医療提供体制の整備

３ 保健・医療・福祉の総合調整

４ 人口動態調査、地域保健に係る統計調査、表彰
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（１）大規模自然災害対策
①健康福祉部災害対応マニュアルを策定
②岡山県水害・地震対応訓練にあわせた独自訓練の実施 ２回

県水害対応訓練(5/30)、県地震対応訓練（R7.1/21予定）

③災害発生時の医療提供体制に関する関係者との連絡会議等
県・市町村保健福祉関係者研修会（10/18）

（２）高病原性鳥インフルエンザ・口蹄疫対策
①家畜防疫に関する職員研修会 １回
②家畜防疫に関する業務動員職員説明会 １回
③美作局管内対応打ち合わせ会議(農林・家保・総務・健福) １回
④県民健康対策班マニュアルの改訂（３県民局合同会議） 随時

１ 健康危機管理対策
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２ 地域における医療提供体制の整備

○ 委 員 数 51人（令和6年4月1日現在）

○ 任 期 2年（令和6年3月1日～令和8年2月28日）

○ 開催実績

○ 主な協議事項

・ 圏域の医療提供体制の現状と課題

・ 病床機能報告、外来機能報告結果の共有

・ 救急医療体制の現状と課題 等

地域医療構想の推進
津山・英田圏域地域医療構想調整会議の開催

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

書面開催１回 ３回開催 ３回開催 ３回開催予定
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【新規】津山・英田圏域救急医療体制整備事業
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救急医療に係る普及啓発活動
・ケーブルテレビ放送
・普及啓発資材の作成・配布
・出前講座（対象：一般住民、高齢者施設職員、医療関係者等）
→救急医療に係る現状や課題、取組等について広く周知し住民等の理解と

協力を促す。

適切な救急医療機関の利用促進により、緊急を要する重篤な救急患
者を三次救急医療機関で受入れられる体制構築を目指す。

搬送件数及び搬送困難事例の増加（津山圏域）

5,800 5,747 5,793 5,878 5,825 

5,967 

5,283 

5,547 

5,967 
6,038 

135
109 98 97 101

150
135

264

375

416

0

100

200

300

400

500

600

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

全体 搬送困難



３ 保健・医療・福祉の総合調整

（１）保健所運営協議会の開催

・市町村、関係行政機関、医療関係団体、福祉関係団体、学識経験者等

からなる協議会を開催し、保健所の運営に関して審議等を行う

（２）地域保健福祉調整会議の開催
・部内各課及び保健所の連携、協力体制の構築
・健康危機管理体制の構築

（３）保健・福祉サービス調整推進会議の開催
・地域住民のニーズに応じた必要なサービスを提供するための検討や、
当該保健所及び支所管内の在宅療養者等の個別事例について検討する
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４ 人口動態調査、地域保健に係る統計調査、表彰

（１）人口動態調査

（２）国民生活基礎調査

（３）社会保障・人口問題基本調査

（４）衛生行政報告例

（５）地域保健・健康増進事業報告

（６）美作保健所長表彰 など
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保健課・勝英地域保健課

１ 健康づくりの推進

２ 母子・歯科保健の推進

３ 精神保健対策

４ 感染症対策

５ 難病患者の地域生活支援の推進

６ 医療等に関すること
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１ 健康づくりの推進

目

◆基本目標 ：平均寿命の延伸を上回る健康寿命の延伸
◆基本的な方向：１ 個人の行動と健康状態の改善

２ 社会環境の質の向上
３ ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

健康に関する調査・分析
市町村の健康づくり推進支援
関係団体等との連携

各種保健事業の実施
住民が健康づくりに
取り組める環境づくり

健康づくり活動への
積極的な参加と支援

市町村 関係団体県・保健所

（１）「第３次健康おかやま２１」の推進

【計画の期間】 Ｒ６年度～R１７年度（１２年間）

すべての県民が健康で生きる喜びを感じられる
長寿社会の実現

目的を共有しそれぞれの役割に応じた事業の推進
（地域・家庭・学校・職域等）

連携連携
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〇敷地内全面禁煙施設認定事業

R５年度 本所：１１９件 支所：５６件

〇たばこからの健康影響普及講座（予定含む）

R６年度 本所：４回 支所：３ 回

〇世界禁煙デーに合わせた禁煙の啓発活動

（２）たばこ対策推進事業 （「改正健康増進法」 Ｒ２年４月全面施行 ）
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（３）おかやまからだ晴れ食サポーター登録事業（R６新規）

登録数：本所： ３件
支所：１９件
（R6.10. 現在）

Ｒ６たばこからの健康影響 普及講座

健康づくりの推進を宣言した食品関連事業者（施設）を申請により
県が認定・登録

①健康・食育情報の発信
②野菜摂取量の増加
③減塩
④適切な量と質の食事提供

いずれか一つ以上の取組で申請可能



（４）地域の健康づくりボランティアの育成と連携
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【愛育委員会活動】
○研修会 (新任、リーダーの育成支援)
○かかりつけ医普及啓発講座（本所・支所）

（在宅医療に関する研修会） R６年度 １０回（予定含む）
○子どもの病気とその対応（本所）

（小児在宅医療研修会） R６年度 ６回（予定含む）
○普及啓発活動

・世界禁煙デイ街頭啓発活動（本所）
・結核予防活動（複十字シール募金運動）（本所・支所）
・女性のがん予防普及啓発活動（本所・支所）

【栄養改善協議会活動】
○研修会 (新任、リーダー等の育成支援)
○高校生への食育事業

・満足一人ご飯講座（本所）
・「野菜もうちょっと食べんちゃい」啓発活動（本所）
・食と健康教室（支所）
・文化祭での普及啓発活動（支所）

R6野菜もうちょっと食べんちゃい 啓発活動

R6子どもの病気とその対応（研修会）

R6世界禁煙デイ街頭啓発活動



市町村と連携して生活習慣病の予防・改善や健(検）診受診率の向上を

目指す。

〇女性のがん検診率向上事業等の実施
・愛育委員と協働し、受診の啓発、乳がんモデルの触診体験
・大学、母子クラブへの出前講座、学園祭での普及啓発活動

〇保健所国保ミーティングの開催

市町村と現状と課題を共有し、取組の推進に向けて協議。

＜R６年度＞

本所：管内市町へのヒヤリング 各１回実施

情報交換会、研修会を実施予定

支所：7月31日 勝英管内国保連携推進連絡会議開催

（５）生活習慣病予防、糖尿病重症化予防、がん検診について
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Ｒ６白梅祭



（６）食育の推進
「岡山県食の安全・食育推進計画」に基づき、家庭や地域、学校、栄養委員

等と協働して食育活動を実施。
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〇栄養委員と協働した高校生への食育活動

「満足一人ご飯の講座」R６：２回(予定含む)

・参加者 高校生

・内 容 クッキング・ミニ講話・
みそ汁の塩分濃度測定

本所 支所

〇栄養士会等と連携した食育ＳＡＴシステムを活用した活動

Ｒ６年度 本所：１５回 支所： １回 （予定含む）

食育ＳＡＴ ： 自分が普段食べている食事（フードモデル）を選んで
センサーに乗せると栄養素の過不足がわかる体験型食育

「食の健康教室」・文化祭での普及啓発

・参加者 高校生

・内 容 寸劇・栄養クイズ
食生活に係る普及啓発



三次予防
・疾病等の重症化予防

（障害の発生予防）

・児童虐待の再発予防

健康群

ハイリスク
群

要支援群

二次予防
・専門的な相談支援
・適切な診断と療育の
実施

一次予防
・安心・安全な妊娠・

出産・育児支援
・医療・教育・地区組織
等との連携

○児童虐待再発防止
市町村要保護児童対策地域協議会参画
処遇困難事例検討会への参加

○適切な療育や相談支援等の実施
子どもの心とからだの総合相談
重症心身障害児親の会や児童虐待予防支援
医療的ケア児等の支援体制
小児慢性特定疾病医療費助成

○周産期医療との連携
妊娠中からの気になる母子支援連絡票の活用

周産期母子支援関係者連絡会

○市町村や関係機関等との連携
歯科保健対策の推進

〇教育委員会、学校との連携
未来のパパ＆ママを育てる出前講座

〇先天性代謝異常等検査事業

〇関係者で地域の現状や課題等を共有し、体制づくりを行う 〇支援者の資質向上への支援
・母子保健活動連絡会 ・母子保健評価事業 ・地域自立支援協議会への参画 等

個
別
支
援

（訪
問
・電
話
・ケ
ー
ス
会
議
参
画
等
）

・早期に発育・発達等の相談を行い、子どもの健やかな成長を支援する
・子育て中の親の孤立化を防ぎ、児童虐待を防止する

２ 母子・歯科保健の推進
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乳幼児健診や訪問指導等において、発達面での経過観察が必要と判断さ
れた乳幼児に対し、再検査（発達評価）と相談及び指導・支援を行う。

・発育・発達の相談（小児精神科医師・小児科医師）

・心の発達相談（臨床心理士） ・育児、生活の相談（保健師）

・言葉の発達相談（言語聴覚士）

（１）子どもの心とからだの総合相談

Ｒ５年度 Ｒ６年度

開 催 回 数 ７ 回 ４ 回

相談延人数 ９ 人 ７人

〇就学前の児では、落ち着きがない、多動、ことばの遅れ、集団になじめない

などの相談が多い。

〇乳幼児健診だけでなく、保育園で集団生活になじめない等、保育士の気づき

から相談につながることもある。

〇保護者には、児の特性を踏まえた関わり方の工夫や、所属園（保育園等）に

は集団の場での対応方法の助言を行っている。
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Ｒ５年度 Ｒ６年度

開 催 回 数 ４ 回 １ 回

相談延人数 ４ 人 ２ 人

＜本所＞

※Ｒ６年度は９月末現在

＜支所＞



（２）周産期母子支援

〇妊娠中からの切れ目のない支援システム

「ハイリスク妊産婦連絡票（産科→市町村）」

「妊娠中からの気になる母子支援連絡票（産科→産科医会→保健所）」

を活用して、早期から産科、市町村、保健所で連携して支援。

本 所 支 所

Ｒ５年度 ４２ 件 １９ 件

Ｒ６年９月末現在 １０ 件 ５ 件

〇周産期母子支援関係者連絡会
周産期母子支援に携わる県北地域の関係機関が一堂に会して、

連携強化を図るとともに、地域の課題について共有し、解決に向けた

方策を検討。

R６年度：R７年１月開催予定

「妊娠中からの気になる母子支援連絡票」受理件数
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第３次岡山県歯科保健推進計画に基づき、「８０２０健康長寿社会」の
実現を目指す。

＜令和６年度＞
乳幼児期から学童期、成人期の歯科保健対策の推進に向けて
管内のデータ分析をもとに関係者と課題の検討、意見交換を実施した。

〇管内歯科保健推進会議（本所）
第１回（６月２０日）、第２回（Ｒ７年１月予定）
内 容：成人期の歯科保健対策、啓発資材の検討

〇管内歯科保健関係者研修会（本所・支所、真庭保健所）
開催日：Ｒ６年７月４日 参加機関：保育園、学校等３６機関
内 容：乳幼児・学齢期の歯科保健対策

（３） 歯科保健の推進

R6 歯科保健推進会議
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一次予防

二次予防

三次予防
・警察等からの通報への対応
・退院後支援

・専門相談（精神保健福祉相談・思春期保健相談）
・自立支援協議会への参画
・地域移行･地域定着支援事業

関係者による連絡会議
アウトリーチ事業、元気になろうやフェスタ

・精神障害者患者・家族会支援
・ピアサポート支援事業
・自死遺族支援（わかちあいの会）

・ひきこもり予防支援事業
・美作地域不登校支援ネットワーク活動
・普及啓発、研修会等

精神障害者が地域の一員として、安心して自分らしい暮らしができるよう、医
療、障害福祉、介護、住まい、社会参加（就労）、地域の助け合い、教育が包括的
に確保された地域包括ケアシステムの構築を目指す

３ 精神保健対策の推進

個
別
支
援
・多
機
関
の
調
整
等
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（１）警察等からの通報への対応

・保健福祉サービスを利用していない者が39.5.%

・かかりつけ医がある者が 64.8％だが、受診前に不調を来たしたり、

治療中断により緊急対応が必要なケース有り。

・疾患別では、①統合失調症②心理的発達の障害③精神遅滞が多い

・警察への110番電話は、家族や本人が過半数を占める。(52.7％)

＜精神保健福祉法 第２３条：警察官通報＞

精神障害による自傷他害のおそれがあるとして警察官から通報があった件数

20

※R６年度は９月末現在

R元年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

本 所 １７ １７ １３ ２０ ２４ １０

支 所 １ ４ ３ ４ １ ３

＜被通報者の背景（本所のみ過去５年間集計）＞



＜本所＞

（２）専門相談（精神科医師、臨床心理士による）

精神保健相談 思春期相談

開催
回数

相談
延件数

開催
回数

相談
延件数

Ｒ５ ７ ９ ７ ７

Ｒ６ ３ ３ ６ ９

〇精神保健相談では、働き盛りのうつ、アルコール問題、高齢者の心の
不調についての相談等が多い。

〇思春期相談では、不登校やひきこもり、対人関係の相談が多く、
継続した相談が必要なケースが多い。
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思春期やひきこもり等を含む心の健康問題に対して、専門医等による
相談を定例的に設けている。

※R6年度は９月末現在

＜相談内容等の傾向＞

精神保健相談 思春期相談

開催
回数

相談
延件数

開催
回数

相談
延件数

Ｒ５ ４ ４ ６ １６

Ｒ６ ２ ２ ２ ６

＜支所＞
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〇市町村・警察・精神保健連絡会議

警察官通報の現状等から、平時からの

地域ケア体制の強化に向けて検討

本所 Ｒ６年８月１９日 参加者２１人

支所 Ｒ６年５月 １日 参加者１１人

※美作警察署との精神保健に関する協議

Ｒ６年７月５日 参加者５人

（３）地域移行・地域定着の支援

〇美作県民局地域移行推進協議会（本所・支所、真庭保健所）

退院支援や退院後の地域生活を継続するための体制づくり

連絡会：Ｒ６年９月４日 参加者８人（医療機関、保健所・支所）

研修会：Ｒ７年１月開催予定

R6市町村・警察・精神保健連絡会議

精神障害者が住み慣れた地域で、必要な医療を受けながら安心して
生活できるよう体制づくりに向けて関係者と話し合った。



（４）自殺対策
〇全国、岡山県及び管内の自殺者数（自殺統計）

〇わかちあいの会

自死遺族が体験を語り合うことを通して、悲しみや苦しみをわかちあい、ともに

支え合うことで、心理的回復を支援 Ｒ５年度：６回 Ｒ６年９月末：２回

美作保健所 岡 山 県 全 国

自殺者数
(人)

死亡率
（人口10
万対）

自殺者数
(人）

死亡率
（人口10
万対）

自殺者数
(人)

死亡率
（人口10
万対）

平成30年 33 18.1 261 13.6 20,668 16.2

令和元年 24 13.3 267 14.0 19,974 15.7
令和２年 28 15.7 261 13.7 20,907 16.4 

令和３年 27 15.3 305 16.1 20,820 16.4 

令和４年 43 24.7 292 15.5 21,723 17.3

23

※美作保健所は
勝英支所含む

管内 性別、自殺者数・割合(H30-R4) 管内 年代別、性別、自殺者数（H30-R4）



一次予防

二次予防

三次予防

〇重症化防止
・結核対策（ＤＯＴＳ）の推進

〇早期発見・感染拡大防止
・感染症発生動向調査
・感染症法に基づく届出対応

（積極的疫学調査、接触者健診、社会福祉施設等
における集団発生時の対応）

・エイズ相談（エイズホットライン）
・ＨＩＶ、性感染症、肝炎、相談・抗体検査

〇発生予防・普及啓発
・感染症対策研修会
・健康教育

・エイズ出前講座
・鳥インフルエンザ発生時の対応

・新興感染症への適切な対応
・感染症の予防、早期発見、適切な医療提供、感染拡大防止等

４ 感染症対策の推進

個
別
支
援
・他
機
関
支
援
調
整
等
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類別 感染症名 本所 支所

一類 － ０ ０

二類
（結核以外）

－ ０ ０

三類 腸管出血性大腸菌感染症 ２２ ４

四類 レジオネラ症、つつが虫、SFTS ３ ４

五類 ｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑ耐性腸内細菌感染症、侵襲性
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ菌感染症、侵襲性肺炎球菌感
染症、梅毒、破傷風、百日咳

３５ ０

※社会福祉施設等からの集団発生報告件数（R6.4月～9月末）
新型コロナウイルス感染症 本所：２１件 支所：６件

感染性胃腸炎、インフルエンザ等 本所： １件 支所：０件

（１）発生状況（結核を除く） ※患者居住地別

〇感染症対策研修会
対象：高齢者施設、社会福祉施設等の職員
内容：平時からの基本的な予防対策や発生時の対応等

本所：R６年８月２９日、８１施設、１０７人
支所：１回開催予定
※給食施設従事者・管理者等を対象に腸管出血性大腸菌感染症の

平時からの感染予防策や発生時の対応等の情報提供 ２回 25



（２）エイズ・性感染症の状況
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〇出前講座

本所：R５年度：２回 R６年度：３回実施予定（高校３回）

支所：R５年度：３回 R６年度：２回実施予定（中学校１回、高校１回）

〇電話相談

専用電話相談(エイズホットライン) R５年度：５９件 Ｒ６年９月末：２３件

〇性感染症検査事業

R５年度 HIV抗体、梅毒等検査 本所１８件、支所７件

R６年９月末 HIV抗体、梅毒等検査 本所１０件、支所３件

＜梅毒発生状況（本所・支所）＞

R５年度：２０件 R６年９月末：８件

26



（３）結核対策

〇発生状況（潜在性結核感染症は除く）

27

本所 支所 岡山県 本所 支所 岡山県
R元 13 7 186 10.0 15.9 9.8
R2 16 2 153 12.3 4.6 8.1
R3 12 4 183 9.4 9.3 9.8
R4 14 6 148 11.1 14.1 7.9
R5 4 6 136 3.2 14.3 7.4

新規登録患者 罹患率（人口10万対）
年次

〇地域ＤＯＴＳ事業（DOTS : 直接服薬確認療法）

患者の服薬完遂を目指して、地域の医療機関や薬局、訪問看護等と

連携して支援している。

※Ｒ５の罹患率（本所、支所）は推計値

患者・家族を中心に医師、看護師、
薬剤師、保健師などの支援者が
チームを作り、最後まで治療が
終了するように作られた手帳
R4～モバイルによる支援も開始



～～～～～～～～

難病患者に対して、医療費の助成や専門医等による相談実施し、災害
時要配慮者に対しては災害を想定して平時からの準備（備え）を支援した。

〇特定医療費（指定難病）受給者証所持者数（R６．３．３１）
本所：１，０３３人 支所：４１０人

〇医療福祉相談、患者・家族の集い
＜Ｒ６年度＞

本所：各１回
支所：相談会：１回

集い：R７年２月予定

〇災害時要配慮者への支援
・個別支援シート等の作成
・市町村との連絡会の開催
＜Ｒ６年度＞

本所：Ｒ７年１月予定
支所：各市町村１回予定

５ 難病患者の地域生活支援の推進

28

　（様式２）

　患 者 氏 名 男 病 　　　　名

女

 大　昭　平　　　　　年　　　　月　　　　日 生　（　　　　 　　歳）　住　　　所

　世帯構成（家族の在宅時間等） 居室の状況

危険区域該当 有・無

電話番号　　（　　　　　　）　　　　

難病患者
支援区分

優先度 　Ⅰ 　Ⅱ 　Ⅲ 　Ⅳ

要介護認定　　　 無　　・　有 （ 要 支 援 １　２　・　要 介 護 １　２　３　４　５　）　

障害者手帳 無　　・　有 （ 区  分　　  　１　　２　　３　　４　　５　　６　）　

その他サービスの利用 無　　・　有 (                                                      )

社会活動

日常生活

受診状況　　　　　　　　1主に入院　・2入院と通院半々　・3主に通院(　／　月、週)　・4往診　・5入院なし　・6その他

人工呼吸器 （　　なし　・　あり　　　　→　　侵襲的　・　非侵襲的） 

喀痰吸引 （　　不要　・　必要　）

酸素療法 （　　なし　・　あり　） （　　　L／分）

人工透析 （　　なし　・　あり　）

優先順位 【緊急連絡先】

  家族等 ( 　　　 ) 電話番号　　　　（　　　　　）　

　かかりつけ医 1 ( 　　　 ) 電話番号　　　　（　　　　　）　

　かかりつけ医 2 ( 　　　 ) 電話番号　　　　（　　　　　）　

　訪問看護ステーション ( 　　　 ) 電話番号　　　　（　　　　　）　

　呼吸器管理者 ( 　　　 ) 電話番号　　　　（　　　　　）　

　停電時の連絡先(電力会社）　　（ ) 電話番号　　　　（　　　　　）　

　その他　　　　　　　　　　　　　　　　( 　　　 ) 電話番号　　　　（　　　　　）　

　その他　　　　　　　　　　　　　　　　( 　　　 ) 電話番号　　　　（　　　　　）　

災害時の安否確認 １　市町村（自主防災含む）               ２　県（保健所）    ３　その他（　　　　　　　　　　　）

安否確認方法

想定される避難先（避難所又は受け入れ病院等）

　　場所：

　　移送手段：

備考（支援に対する本人・家族の希望、配慮してほしいこと等）

栄　　　養 （　　経口　・経鼻　・胃瘻　・中心静脈　）

食　　　事 （　　普通食　・　きざみ食　　・　とろみ食　・　流動食　・その他（　　　　　　　　　））

自力で移動※1 （　　できる　・　できない　） ※１外出できるかどうか

会話 （　　できる　・　困難　　　　　→　　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝツール　　　　　　　　　　　　）

血液型 （　　A・B・０・AB  ）（RH ＋　・　－　）

薬剤アレルギー （　　なし　・　あり　　　　　　　→　　薬剤名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

緊急時の注意点 中断できない薬等(                                                                 )

同意する ・ 同意しない

聞き取り（訪問・面接・℡）　（本人・家族（　　　　　）続 柄　　　　　　　　）　　

                   難病患者災害時個別支援シート　                     　

　　　　　　　　　　　　重症・一般　　　　

受給者番号(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

サ
ー
ビ
ス

利
用
状
況

生
活

自
立
度

　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ

1就労　・2就学　・3家事労働　・4在宅療養　・5入院（　　    　　）・6入所（　   　　　　）

1正　常　・2やや不自由であるが独力で可能　・3制限があり部分介助　・4全面介助　

洪水 ・ 内水氾濫 ・ 土砂 ・ 津波 ・ 地震

医
療
機
器

そ
の
他

保健所・支所　
平成 　 　　 年   　　　月  　　　日作成

面接者（　　　　　　　　　　　　　　　　）

市町村への情報提供について

予備バッテリー
（なし・あり）

難病患者災害時個別支援シート（様式）



（１）医療法に基づく医療機関立入検査

（２）救急医療体制の整備
・災害時の円滑かつ迅速な医療の確保や、休日・夜間における
地域住民の医療の確保のため、救急医療について検討。

・津山・英田圏域救急医療体制推進協議会総会

R６年１０月１７日開催 出席者４１人
（事務局、本庁医療推進課 含む）

事業名等 Ｒ５年度 Ｒ６年度

立入検査
内、改善指導（R6.9末現在）

２２施設
３施設

１８施設
０

医療施設の許可・届出 ６８件 １０４件

医療安全相談 ６件 １件

６ 医療等に関すること
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※Ｒ６年度は予定数

※Ｒ６年度は９月末現在

※Ｒ６年度は９月末現在



（３）看護師等の人材確保

【現状】
美作地域は、看護師のR４年度の確保率は県平均より低い。
全県と比べて離職率は低いが、入職１年未満の離職率は高い。

【取組】
美作地域の地域医療の維持・推進に向けて、現役看護職や養成校と
協働して看護職確保と定着を目指している。

（１）美作地域の医療と看護を考える会
年３回（5月10日・9月20日・2月予定）

（２）看護職確保サポートチーム会議
年３回（5月29日・9月26日・2月予定）

（３）看護職と看護学生との交流会
年1回（７月６日開催、参加学生数２１名）

（４）医療従事者間の交流会（R５年度より県看護協会津山・勝英支部主催）
年1回（１１月９日開催予定）

（５）ポータルサイトやインスタグラムで最新情報を発信
美作地域や看護職場の魅力発信による就職促進

（６）出前!看護職体験（県看護協会津山・勝英支部主催）
中学・高校生に看護の体験を通じて、進路選択の促進 30

R6看護職と看護学生との交流会



衛 生 課

１ 食の安全・安心対策の推進
（１）食の安全対策

（２）食の安心の普及啓発

２ 生活衛生対策
（１）生活衛生関係施設の衛生確保

（２）レジオネラ対策の推進

３ 医薬品等の安全確保
（１）医薬品・毒物劇物関係施設への監視指導

（２）献血の推進

（３）覚醒剤等薬物乱用防止対策
31



●食中毒発生状況
令和５年度

１件 １人

○ 食品関係施設への監視指導と食品検査

◆監視指導状況

目標（施設総数） 監視件数

令和６年度※ １，４０５（４，６２０） ９２７【 ６５%】

令和５年度 １，３８９（４，４７３） １．５３６【１１１%】

◆収去検査状況（単位：検体）

「岡山県食の安全・食育推進計画」「岡山県食品衛生監視指導計画」
に基づき、食中毒予防や違反食品の排除等を目的として、食の安全・
安心対策を推進する。

（１）食の安全対策

目標（うち残留農薬） 検査件数（うち残留農薬）

令和６年度※ ４２５（３０） ２４８（１４）【 ５８%（４７％）】

令和５年度 ４２５（３０） ４５５（３０） 【111%（100％）】

１ 食の安全・安心対策の推進

※R6.9末現在

※R6.9末現在
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・保育園における手洗い講習会（津山）
・食品衛生指導員スキルアップ研修会（津山・勝英）
・ノロウイルス食中毒予防対策講習会（津山・勝英）

・営業者、調理従事者、消費者等を対象に食品衛生講習会を実施する。
また、「食の安全相談窓口」に寄せられる県民等からの相談に迅速に対応する。

（２） 食の安心の普及啓発

◆ 衛生講習会（Ｒ５年度）

◆ 協働事業の実施（Ｒ５年度）

33

対 象 回 数 人 数

営業者・従事者 12 409

給食従事者 6 268

一般消費者 4 179

計 22 856

体験型講習会（再掲） 7 259

◆ 「食の安全相談窓口」相談件数

対 象 回 数 人 数

一般消費者 1 29

営業者 4 101 ◆協働事業（食品衛生協会）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

523 653 672



（１） 生活衛生関係施設の衛生確保

区分 施設数 監視件数

理容所 １９８ ６１

美容所 ４５２ １３３

クリーニング所 １００ １９

公衆浴場 ６６ ４０

興行場 ９ ０

特定建築物 ５８ ０

遊泳用プール １６ １２

計 ８９９ ２６５

（令和5年度）

２ 生活衛生対策

理・美容所、クリーニング所、公衆浴場等の営業者に対し、衛生管理の
徹底と自主管理の推進を図るとともに、多人数が利用する施設の衛生の
確保を図る。
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◆レジオネラ属菌の検出状況

（２）レジオネラ対策の推進

ろ過施設

アメーバ中の
レジオネラ属菌

公衆浴場 旅館業

全施設数 ６６ １９０

採水検体数 ６９ ４

陽性検体数 ７ ０

（令和5年度）

公衆浴場や旅館等を原因とするレジオネラ症の集団感染防止を図るた
め、計画的に採水及び施設指導を行う。
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（１） 医薬品・毒物劇物関係施設への監視指導

区 分 施設数 監視件数

医薬品関係

薬局 １００ ４４

店舗販売業等 ５７ ３０

毒物劇物関係 販売業 １７３ ６５

（令和5年度）

毒物劇物保管庫

３ 医薬品等の安全確保

関係施設への監視指導の実施などにより、医薬品の安全性の確保と
毒物劇物による事故の未然防止を図る。
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（２） 献血の推進

◆場所別献血者数（令和５年度）

令和６年度
管内配車計画台数：６３台

（R6.10.17現在）

献血推進の３本柱

①献血者の確保対策

②血液製剤の安全性確保対策

③血液製剤の適正使用の推進

２００mL献血者数 ４００mL献血者数 計

献血可能人口から

みた献血率（％）

(参考値）

成分献血者数

（献血ルーム）

津山市 ０ ３，０８７ ３，０８７ ５．４ ４９５

美作市 ０ ３３７ ３３７ ４．７ ７５

鏡野町 ０ ２５０ ２５０ ６．１ １１４

勝央町 ０ ３０３ ３０３ ６．３ ７７

奈義町 ０ １６８ １６８ ７．９ ６４

西粟倉村 ０ １２ １２ ５．２ １７

久米南町 ０ ８２ ８２ ７．７ ５９

美咲町 ０ １５５ １５５ ６．０ １３５

管内計 ０ ４，３９４ ４，３９４ ５．６ １，０３６

岡山県 ５１５ ５３，４８１ ＊ ５３，９９６ ６．６ ２４，２０４

岡山県赤十字血液センター
献血バス

単位:人

（＊成分献血を除く）

「岡山県献血推進計画」に基づき「愛の血液助け
合い運動」月間などにより献血の推進を図る。

37



（３）覚醒剤等薬物乱用防止対策

◆「ダメ。ゼッタイ。」普及運動(6/20～7/19）
ヤング街頭キャンペーン

◆不正大麻・けし撲滅運動
（４月～７月）

アツミゲシ 大麻

令和４年 令和５年

全薬物検挙人員 １８６ １８３

覚醒剤検挙人員 ８１ ７０

覚醒剤押収量（g） ６４ ５，０５５

大麻検挙人員 ９９（内２０歳代以下８１） １０６（内２０歳代以下７４）

岡山県の実態

カートリッジ入り
大麻リキッド

・ 「ダメ。ゼッタイ。」普及運動ヤング街頭キャンペーンの実施
・ 不正大麻・けし撲滅運動の実施
・ 薬物乱用防止教室
・ 薬物乱用防止のパネル展示

Ｒ５年度林野高校
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